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盤
　
鶴
　
醗
、
｛
魔
　
　
鄭
麟
や
露
獣

ロ
イ
ス
の
「
意
味
」

…
d
自
o
a
ぽ
⇔
臨
。
駐
ご
ゴ
ぎ
尾
．
．
o
倉
㌘
ン
冥
冥
．
、
乙
岡
。
誉
況
。
言
匿
（
H
怨
。
一
（
o
胃
♂
N
≦
o
一
つ
『
O
σ
q
ρ
o
o
．
b
り
O
こ
。
）

、
鷲
二

河
　
瀬
　
憲
　
次

　
二
値
を
超
越
的
高
庭
に
盤
ら
し
め
、
其
奪
嚴
を
保
持
せ
し
め
π
ー
ー
ッ
ケ
川
ト
は
、
か
＼
る
意
味
の
便

値
が
如
何
に
し
て
作
用
と
結
合
し
得
る
か
を
充
分
に
説
明
す
る
ζ
と
が
禺
來
な
い
。
便
値
の
論

理
的
探
求
の
過
渡
段
階
に
あ
る
も
砂
と
論
じ
だ
彼
の
二
二
先
験
心
理
學
鼻
聾
・
。
鐘
世
羅
琶
◎
雰
冤
島
。
ザ

。
σ
q
置
の
忠
士
π
る
當
爲
あ
。
ぎ
ど
は
内
在
，
的
野
蕨
（
量
萎
彦
Φ
三
哲
Q
Q
剛
口
蕊
と
し
て
先
験
論
理
學
（
婁
H
曇
？

・
・
幽
窪
芭
・
ぎ
σ
・
量
よ
う
排
去
せ
ら
れ
π
理
由
に
依
う
却
っ
て
前
掲
問
題
の
解
繹
、
帥
ち
謝
象
の
認
識

（團

窒
n
二
言
営
号
・
。
遷
σ
q
蝕
｝
醗
ぎ
乙
婁
を
説
・
く
上
に
猫
濤
の
位
置
を
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ζ
と
と
な

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ヘ

　
ロ
イ
ス
は
ジ
ッ
ケ
ル
ト
の
便
値
思
し
く
は
意
味
を
ば
其
の
超
越
界
よ
ウ
降
下
せ
し
め
、
却
て
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

に
内
在
す
る
竜
の
と
槻
、
此
に
意
味
（
葺
Φ
毒
忌
0
9
）
を
立
し
て
實
在
成
立
．
の
o
o
巳
録
。
聡
器
遭
餐
に
。
β
と
な

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や

し
、
か
く
の
如
き
意
味
の
特
殊
化
、
邸
ち
具
膣
化
を
論
じ
て
野
掛
意
識
を
説
き
、
リ
ヅ
ケ
ル
｝
に
あ
う
て

全
然
主
観
の
彼
岸
に
超
越
せ
る
竜
の
を
し
て
人
煙
的
早
舞
の
核
心
尤
ら
し
め
て
を
る
、
以
下
彼
の



所
謂
目
Φ
器
冒
σ
q
に
就
き
考
察
を
進
め
や
う
。

醐

　
　
　
凡
そ
醤
象
の
表
象
に
關
す
る
最
も
素
朴
的
な
る
竜
の
は
表
象
を
純
粋
心
象
よ
参
な
る
も
の
と

　
　
す
渇
智
恵
説
の
立
揚
で
あ
る
。
併
し
表
象
は
決
し
て
軍
な
る
受
働
的
方
面
よ
ウ
の
み
な
る
も
の

　
　
で
な
く
、
能
働
的
な
る
竜
の
で
あ
る
、
帥
ち
欝
象
に
封
ず
る
能
働
の
意
識
を
含
ん
で
，
居
る
。
（
器
。
湊
寧

　
　
o
基
器
器
。
㎞
ぎ
ミ
闇
8
鷲
。
℃
o
伍
⑦
8
器
窪
。
同
量
9
夢
①
夢
剛
ロ
σ
q
ψ
o
幽
宅
ぼ
島
団
8
げ
碧
Φ
裁
＄
の
●
国
。
暑
ρ
日
8
饗
g
峯
器
鋤

　
　
苗
①
凶
巳
三
釦
奉
ピ
H
・
や
b
っ
b
っ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

　
　
　
今
前
者
を
表
象
の
外
的
意
味
（
Φ
圏
Φ
鍔
鷺
居
＄
ロ
膨
σ
Q
）
と
潔
く
る
時
後
者
を
其
の
内
的
三
味
（
営
8
琶
巴

　
　
旨
Φ
嘗
凶
嶺
）
と
稻
す
る
ヒ
と
が
出
來
る
。
果
し
て
斯
く
の
ご
と
く
表
象
は
こ
個
の
様
相
を
具
へ
て

　
　
居
る
竜
の
で
あ
る
か
、
前
者
は
寧
ろ
後
者
に
よ
っ
て
説
明
さ
る
べ
く
．
表
象
は
内
外
の
雇
別
を
絶
せ

　
　
　
　
ゆ
　
へ

　
　
る
脆
雨
垂
其
の
も
の
y
翻
意
に
他
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
是
等
の
解
映
は
後
に
譲

　
5
、
此
に
は
唯
所
論
の
便
宜
上
二
個
の
様
相
を
明
記
し
て
置
く
。
　
　
　
齢

　
　
實
在
に
關
す
み
論
説
炉
表
象
の
外
的
意
昧
に
立
脚
せ
る
竜
の
は
實
在
論
（
鄭
Φ
慈
。
。
舅
）
で
あ
る
が

加
果
し
て
此
は
微
窮
し
て
何
等
の
矛
盾
を
含
唆
准
い
竜
の
で
あ
ら
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
』
イ
メ
囁
の
濯
墜
、
一
　
r
、
　
・
　
、
　
’
　
，
、
E
、
　
・
・
　
一
・
§
三



　
　
　
　
．
、
三
三
騨
：
究
　
策
饅
三
一
、
號
、
　
、
，
・
、
　
　
、
、
、
！
、
　
r
　
∴
一
．
　
諮
閥

鵬
、
窒
在
論
は
野
象
と
表
象
と
の
聞
に
絶
翌
の
濁
立
を
力
要
す
る
竜
の
で
あ
る
、
帥
ち
彼
．
に
よ
れ
ば

ユ

　
灘
象
は
知
ら
る
、
と
否
と
に
論
な
く
存
在
す
る
、
吾
人
の
解
れ
に
費
す
る
意
識
と
謂
ふ
事
實
に
は

　
全
然
。
思
立
せ
る
竜
の
に
し
て
何
等
の
交
渉
を
有
し
な
い
竜
の
で
あ
る
。
　
（
目
零
δ
お
乙
≦
ぼ
畠
謎

　
。
。
巨
℃
ぐ
H
民
ε
Φ
鼠
Φ
客
。
ま
一
δ
旨
①
お
峯
Φ
器
昏
暮
同
系
暮
Φ
9
停
暮
鑓
越
器
小
勇
①
8
詳
●
や
鎗
も
」
嵩
）

　
　
多
元
論
を
取
る
實
在
論
に
就
て
み
る
に
既
は
到
底
個
膿
聞
の
關
係
、
蓮
絡
を
求
め
る
こ
と
が
出

　
來
な
い
、
其
問
何
等
の
典
通
覧
を
竜
有
し
雪
ぎ
る
こ
と
＼
な
る
、
（
娼
．
這
。
。
）
帥
ち
多
く
の
絶
甥
的
に
相

　
猫
乱
せ
る
存
在
を
許
す
堕
在
論
は
結
局
其
聞
に
不
可
越
の
塞
隙
を
存
置
す
る
ヒ
ど
＼
な
る
。
（
掴

　
お
・
、
）
此
に
於
て
亜
聖
論
は
唯
一
の
存
在
一
内
的
に
は
無
限
に
複
聖
母
馬
蝉
る
と
同
時
に
其
等

　
総
べ
て
が
一
つ
の
盤
系
に
統
一
綜
合
せ
ら
れ
写
る
し
を
肯
定
す
る
一
元
論
に
隠
家
を
求
め
な

　
．
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
併
し
問
題
は
是
に
て
解
決
せ
ら
れ
な
い
、
此
に
於
て
は
表
象
と
其
の
聾
象
と
は
選

　
元
す
る
≧
と
の
出
來
な
い
極
小
な
る
野
立
で
あ
る
、
併
竜
其
の
本
來
の
主
張
に
奇
き
て
誉
者
は
絶

　
封
に
早
立
で
あ
る
以
上
其
の
闘
何
等
の
蓮
絡
を
竜
求
む
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
づ
、
從
っ
て
一
致

　
不
一
致
、
適
不
適
を
許
容
す
る
ヒ
と
竜
三
角
な
い
。
　
要
す
る
に
多
元
込
繭
一
元
論
の
動
何
に
論
な
く

　
か
㌧
る
，
表
象
の
外
的
意
味
に
立
脚
す
る
實
在
論
の
徹
底
は
や
が
て
自
家
撞
着
で
あ
う
、
其
の
世
界

　
は
絶
野
無
す
び
ω
9
鉢
Φ
首
β
9
ぽ
昌
σ
q
）
で
あ
ら
ね
は
な
ら
諏
。



　
　
　
實
在
論
に
諾
し
表
象
の
蝕
寓
意
瞭
の
み
に
立
脚
し
、
有
限
的
表
象
の
債
値
を
全
然
認
め
な
い
竜

　
　
の
即
ち
紳
秘
主
義
（
巳
忍
寓
。
苫
膨
）
が
あ
る
。
紳
秘
主
義
の
主
張
す
る
實
在
は
絶
…
封
的
に
直
野
畑
謹
の

　
　
澄
界
で
あ
る
、
（
筈
。
・
。
｝
寡
。
ぢ
葺
篇
穿
巴
好
H
岩
墓
黛
障
ρ
団
・
象
〉
有
限
的
表
象
が
常
に
豫
想
す
る
ご
と
き
野

　
　
象
と
の
野
立
を
絶
せ
る
境
地
で
あ
軌
凡
ゆ
る
努
ガ
、
欣
求
、
精
進
の
到
蓬
黙
で
あ
る
、
斯
る
甥
立
の
存

　
　
在
は
や
が
て
意
識
の
存
在
す
る
所
以
で
あ
る
な
ら
ば
必
然
的
に
意
識
は
無
智
を
意
味
す
る
．
從
つ

　
幽
て
絶
甥
知
は
無
意
識
の
境
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
の
。
　
（
虜
。
び
①
唱
。
。
・
器
自
◎
夢
富
9
寡
①
犀
ロ
。
乱
銭
σ
々
⑦
謎
酔
。
ご
Φ

　
言
§
・
。
9
鐸
蟹
お
ど
今
其
の
所
説
を
蓮
観
す
る
に
實
在
論
が
猫
耳
的
に
虫
払
を
以
て
登
然
表
象

　
以
外
に
聯
立
せ
る
竜
の
と
見
る
の
を
排
す
る
黙
に
於
℃
、
更
に
内
省
的
に
し
て
特
輯
に
即
し
て
眞

　
理
を
規
定
す
る
織
に
於
て
、
飽
く
迄
徹
底
せ
る
経
無
論
で
あ
套
、
實
際
的
敏
詮
で
あ
る
織
に
於
て
、
約

　
・
質
す
れ
ば
實
在
の
基
礎
を
猫
自
の
主
観
の
内
的
意
味
に
求
む
る
織
に
嘗
て
遙
に
實
在
論
に
優
越

　
し
て
居
る
。
併
し
問
題
は
依
然
と
し
て
横
っ
て
居
る
。
　
紳
秘
圭
義
の
提
唱
す
る
實
在
、
風
船
知
と

　
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
此
は
主
観
自
ら
が
課
せ
る
内
的
意
味
の
究
極
充
足
で
あ
づ
、
最
終
到

　
達
織
で
あ
る
、
凡
ゆ
る
禅
譲
、
差
別
を
絶
せ
る
境
域
で
あ
る
、
か
㌧
る
境
地
乙
そ
唯
一
實
在
で
あ
る
。

　
刻
下
の
意
識
生
活
帥
ち
有
限
的
表
象
は
軍
な
る
幻
影
に
過
ぎ
ず
し
て
全
然
便
値
な
き
竜
の
で
あ

珈
乙
と
主
張
す
る
・
然
誕
究
極
充
足
と
謂
ひ
最
絡
の
到
達
織
と
い
ふ
竜
と
適
に
其
れ
に
達
す
る

　
　
　
　
　
薗
ず
茎
の
癒
毯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
三
飾



　
　
　
　
　
暫
畢
研
塊
、
壌
購
や
、
滋
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
塞
ハ
、

蜘
迄
の
過
程
を
考
慮
に
入
れ
て
始
め
《
有
意
義
ど
な
欧
債
値
を
持
ち
得
る
も
の
で
は
な
い
か
、
恰
竜

i
　
数
學
に
於
て
零
が
他
の
数
の
始
源
と
な
る
織
に
撃
て
有
意
味
な
る
も
一
度
零
の
み
絶
野
に
切
う

　
離
し
て
考
察
す
る
に
於
て
は
全
然
無
意
昧
の
も
の
と
な
る
と
同
じ
で
は
な
い
か
，
寂
滅
は
唯
吾
人

　
が
其
を
求
む
る
限
時
に
於
て
の
み
意
味
を
有
し
、
死
は
其
を
求
む
る
鮎
に
於
て
の
み
積
極
的
理
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ
　
ゆ

　
、
喪
ウ
得
、
純
粋
直
接
（
嘆
吋
①
ぎ
彫
Φ
密
ゆ
。
団
）
は
表
象
が
膿
現
し
て
居
る
意
昧
を
充
足
す
る
者
惣
る
織
に
於

　
彫
て
の
み
内
容
を
有
し
得
る
、
鳥
箒
菰
野
主
義
の
高
唱
す
る
無
意
識
、
維
樹
知
の
境
地
は
有
限
的
票
實

　
と
野
立
し
二
二
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
其
の
意
義
を
獲
認
る
こ
と
が
出
來
る
竜
の
で
あ
る
。

　
然
る
に
斯
る
粗
甥
の
立
論
を
排
棄
し
急
く
し
て
絶
甥
を
の
み
高
調
せ
ん
と
ず
る
瀞
秘
主
義
は
薗

　
家
掻
着
に
隔
れ
る
竜
の
で
あ
っ
て
其
の
實
在
竜
や
が
て
雛
。
菩
営
σ
Q
に
絡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
．
次
に
雲
離
的
主
理
圭
義
ハ
。
監
。
星
野
言
・
薮
琶
）
の
立
揚
が
あ
る
、
此
は
實
在
を
表
象
の
普
遍
姜
當
性

　
や
法
蜀
等
と
同
一
親
す
る
も
の
で
あ
る
、
帥
ち
警
急
と
は
表
象
が
蛋
當
孜
ら
ん
が
π
め
に
一
致
し

　
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
當
の
竜
の
で
あ
る
、
表
象
が
依
っ
て
以
て
立
つ
べ
き
類
型
こ
そ
賓
在
と
表
象
と

　
の
本
質
的
關
係
を
示
し
て
居
る
竜
の
で
あ
る
と
す
る
。
箱
。
び
①
話
鑓
口
。
毒
彰
＄
墓
噛
箕
一
毫
豊
ぎ
ε
ぴ
Φ

　
養
ば
斜
ざ
び
Φ
貯
＄
急
。
ぴ
Φ
凶
口
Φ
聡
Φ
口
8
夢
Φ
。
。
夢
β
無
色
ま
塊
雛
＄
。
・
●
殉
．
b
。
O
悼
）
從
っ
て
實
在
は
表
象
が
規
定
す
る

　
輕
駿
の
可
能
な
る
こ
と
を
富
岳
す
る
竜
の
に
他
な
ら
な
い
、
（
璋
H
Φ
躍
≦
ぎ
冨
霧
・
。
Φ
副
葬
8
鼠
ゆ
畜
甘
干
①
営



　
言
ご
Φ
霧
α
Q
三
お
蓄
匿
芭
帥
葭
笛
養
驚
喜
8
停
Φ
舘
δ
蓋
財
丁
年
暮
邑
①
二
。
慈
曾
．
け
b
D
O
O
ら
』
8
）

　
　
今
轟
く
の
ご
と
く
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
前
述
の
實
在
論
が
實
在
を
以
て
全
然
表
象
義
り

　
猫
立
自
存
な
る
竜
の
と
観
る
鬼
め
に
陥
っ
た
難
織
を
救
ふ
こ
と
が
出
摩
る
と
同
時
に
表
象
を
以

　
て
實
在
と
全
然
即
せ
し
あ
な
い
織
に
於
て
實
在
の
猫
．
立
性
を
面
す
る
≧
と
が
出
島
る
、
帥
ち
吾
人

　
目
常
の
輕
．
験
が
敏
ゆ
る
ご
と
く
誌
面
を
主
観
に
封
，
翻
せ
る
他
者
と
し
て
見
倣
す
思
想
セ
確
謹
し

　
て
居
る
、
感
激
表
象
を
蚕
然
迷
妄
と
見
傲
す
乙
と
に
由
っ
て
生
じ
だ
紳
秘
主
義
の
自
家
撞
着
よ
ウ

　
竜
脱
し
得
る
、
要
ず
る
に
實
在
と
表
象
と
の
關
係
は
全
然
の
面
立
と
全
然
の
一
致
と
の
申
聞
に
存

　
す
る
竜
の
、
如
在
を
以
て
精
紳
的
乃
至
人
格
的
の
者
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
（
℃
』
O
O
・
）
併
な

　
が
ら
此
の
設
竜
決
し
て
終
極
的
の
竜
の
と
見
る
こ
と
は
出
癖
な
い
、
問
題
は
依
然
と
し
て
．
残
存
し

　
て
居
る
。

　
　
先
づ
要
當
性
（
＜
巴
§
身
）
の
意
味
を
湾
畢
し
て
見
や
う
、
等
し
く
餐
理
性
と
い
ふ
竜
経
験
の
上
に

　
具
鐙
骨
に
現
前
す
る
も
の
と
未
だ
具
櫛
歯
に
現
前
せ
ず
、
輩
に
可
能
心
妻
験
（
巳
σ
q
ぎ
匿
汐
建
蔦
2
ピ
α
q
）

　
の
世
界
に
心
す
る
竜
の
と
め
圃
が
あ
る
、
帥
ち
確
謹
さ
れ
π
る
表
象
の
具
す
る
要
証
性
ど
到
底
確

　
謹
さ
れ
難
き
夫
の
数
面
的
眞
理
等
に
現
は
れ
禿
る
蛋
素
性
と
の
問
に
は
峻
岳
さ
る
べ
き
特
性
が

斑
謬
露
な
ら
掩
そ
墓
詣
欝
で
雀
型
特
欝
落
羨
し
三
蓋
袖
無
の
あ

　
　
　
　
　
樽
，
，
4
ス
膠
癒
療
」
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
モ



　
　
　
　
　
哲
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號
　
　
　
　

、
　
　
　
　
　
．
’
　
　
　
　
・
．
　
　
．
幽
呂
八

購
　
で
は
な
い
、
生
命
に
満
ち
π
る
竜
の
と
し
て
輩
な
ゑ
一
般
的
法
則
と
は
殿
に
匠
卸
せ
ら
れ
ね
ば
な

一　
ら
，
臓
。

　
　
二
二
、
表
象
の
有
す
る
蘂
當
性
を
實
在
と
観
る
批
鋼
的
主
要
主
義
は
必
然
的
に
二
個
の
全
然
相

　
異
れ
る
實
在
を
漏
し
な
け
れ
ば
な
ら
濃
こ
と
＼
な
る
、
師
ち
一
り
は
個
別
的
（
営
象
〈
峯
湿
9
経
験
的

　
（
Φ
既
済
建
。
9
現
二
言
（
嘆
Φ
墨
壷
）
半
畳
的
生
命
（
8
口
写
①
8
飯
Φ
〉
の
充
盗
せ
る
も
の
で
あ
蚤
、
他
は
之
に
反

　
し
て
一
般
的
宕
巳
く
Φ
器
9
理
想
的
（
難
Φ
鑑
）
可
能
的
6
0
0
獣
露
Φ
）
に
し
て
純
粋
形
式
（
鷲
お
㎞
窪
旨
）
回
し
く
は
富

　
軍
な
る
一
般
的
法
則
と
し
て
の
實
在
で
あ
る
。
（
多
b
。
Φ
H
）
此
く
の
ご
と
き
全
然
相
異
れ
る
二
種
の

　
實
在
を
同
時
に
許
容
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。

　
　
凡
そ
表
象
の
外
的
意
味
に
立
脚
し
て
實
在
を
立
せ
ん
と
す
る
竜
の
は
其
の
根
本
豫
想
と
し
て

　
必
然
的
に
三
者
相
互
間
に
共
通
な
る
或
る
も
の
を
想
定
し
な
け
．
れ
ば
な
ら
ぬ
、
蓋
し
全
然
爾
者
が

　
無
面
心
で
あ
う
、
猫
立
せ
る
も
の
で
あ
る
以
上
自
家
撞
着
に
隔
ら
な
け
れ
ば
な
ら
血
盟
と
は
既
に

　
述
べ
鬼
通
り
で
あ
る
。
然
ら
ば
所
要
の
共
通
な
る
煮
る
竜
の
と
は
如
何
。
　
一
表
象
は
其
の
勤
象

　
の
忠
實
な
る
蜜
語
で
は
な
い
、
白
煮
を
欲
す
る
も
の
で
は
な
い
、
表
象
の
意
義
は
寧
ろ
其
の
構
成
的

　
（
O
O
昌
こ
α
峠
同
鐸
O
仲
一
く
㊦
）
な
る
鮎
に
存
す
る
、
邸
ち
選
澤
し
秩
序
づ
け
る
能
働
的
方
面
に
存
す
る
と
す
る
な
ら

　
ば
か
、
る
選
揮
、
秩
序
の
原
理
億
如
何
、
其
の
動
力
は
如
何
。
表
象
と
叢
論
と
の
一
致
に
輩
な
る
一



致
で
は
な
く
、
企
冠
し
意
志
さ
れ
π
る
一
致
（
笠
窪
融
衛
曽
σ
Q
お
Φ
巨
Φ
馨
）
で
あ
ウ
、
凡
て
の
表
象
は
執
意
的

過
程
で
あ
る
、
（
旨
く
Φ
標
置
＄
富
塁
越
暮
げ
夢
く
。
ま
δ
目
鑓
賢
0
8
器
病
目
凶
。
・
嘗
巨
Φ
　
Φ
。
葺
蔭
言
0
8
ω
¢
娼
・
。
p
昌
）

　
於
此
眞
理
を
決
定
す
る
根
本
要
素
は
意
志
若
く
は
罠
的
に
存
す
る
こ
と
＼
な
る
、
痴
る
意
志
、
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
や

的
こ
そ
は
本
節
の
冒
頭
に
掲
げ
差
表
象
に
内
在
す
る
内
的
意
味
に
．
他
な
ら
な
い
。
此
に
殆
め
て

實
在
論
、
紳
秘
主
義
、
丼
に
批
勃
的
主
義
曲
面
が
關
明
せ
ん
と
し
て
果
し
得
ざ
ム
し
頭
並
に
關
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

問
題
を
解
明
す
べ
き
唯
一
の
關
鍵
を
杷
癒
す
る
ζ
ど
が
閏
語
る
、
表
象
の
外
蘭
意
味
は
其
の
内
的

へ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

意
味
を
離
れ
て
決
し
て
意
義
あ
る
竜
の
で
な
く
、
寧
ろ
内
的
意
昧
渉
、
登
展
の
途
上
k
於
け
る
一
榛

相
に
蓮
ぎ
な
い
。

　
臣
Φ
Φ
彫
び
。
§
陰
陰
愚
8
ρ
酔
げ
Φ
営
す
⇔
巴
墓
諺
貯
σ
Q
も
潔
｝
δ
堅
目
堅
雪
。
葺
醜
酔
ゴ
ω
曽
8
巳
錠
。
。
・
凶
是
σ
。
壼
u
。
巳
自
螢
昌

Φ
図
富
遷
巴
彰
Φ
罷
営
σ
q
夢
口
幽
h
o
煙
巴
；
旨
昏
・
（
国
¢
o
＝
）

　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
へ
　
も
　
ゆ
　
へ
　
ゐ
　
ヘ
　
へ

　
新
く
観
來
れ
ば
外
的
意
味
端
的
意
昧
と
謂
ふ
も
既
に
適
當
で
な
い
、
か
＼
る
内
外
の
門
別
は
抽

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

象
の
所
産
で
あ
る
、
意
昧
其
の
竜
の
の
不
断
の
駿
展
を
観
じ
て
始
め
て
具
膣
的
に
虚
器
に
下
れ
る

≧
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
　
－

11e3

国
国

穏
、
審
メ
、
、
の
「
意
昧
』

舗ニ

J



　
　
　
　
　
哲
攣
硯
究
　
策
、
圏
＋
蕊
號
　
　
　
　
・
〆
．
　
ジ
、
　
　
　
、
　
　
　
　
、
陽
σ
．
、

　
　
ヘ
　
　
へ

巌「

@
意
味
ハ
蜜
①
碧
営
σ
q
）
は
二
つ
の
様
相
を
具
へ
て
居
る
、
墜
ち
離
多
の
統
、
一
な
δ
｝
面
を
現
す
と
と
も

一

　
に
一
意
圖
の
充
足
と
い
ふ
他
面
を
現
は
し
て
居
る
。
今
統
一
の
面
を
観
る
に
此
れ
は
知
識
作
用

　
（
昌
零
酔
。
隔
巨
。
乱
Φ
山
σ
⇔
鮮
）
を
示
す
竜
の
で
あ
う
、
他
方
意
圖
の
充
足
な
る
面
は
意
志
作
用
（
選
良
ぴ
9
≦
砦
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ぬ

　
と
し
て
観
る
こ
と
が
出
発
る
、
而
し
て
前
者
を
以
て
表
象
の
外
的
意
味
と
し
後
者
を
其
の
内
的
意

　
じ
　
へ
　
味
と
上
る
准
ら
ば
表
象
の
笹
野
に
甥
す
る
關
係
は
、
夫
の
實
在
論
が
規
定
す
る
ご
と
く
軍
な
る
外

　
的
關
係
閲
し
く
は
偶
然
的
事
實
に
存
す
る
竜
の
で
な
く
、
必
然
的
内
的
關
係
、
に
移
植
せ
ら
れ
、
此
に

　
　
　
む
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

　
所
謂
外
的
意
味
は
其
の
意
義
に
於
て
一
大
興
野
を
亨
け
碧
け
れ
ば
な
ら
訟
。

　
　
前
に
蓮
べ
π
ご
と
く
寓
＄
二
男
に
は
意
圖
の
充
足
と
い
ム
意
昧
が
あ
る
、
此
に
所
謂
意
圖
（
娼
q
愚
。
豊

　
と
は
表
象
自
ら
の
具
す
る
意
識
的
意
志
（
O
o
墓
。
ご
塁
営
審
暮
。
㎞
夢
暫
φ
猿
審
蓄
鶏
）
で
あ
る
。
此
の
關
係

　
を
詳
に
考
察
し
て
見
や
う
。

　
　
表
象
は
常
に
意
志
の
意
識
を
有
し
て
居
る
、
換
言
す
れ
ば
表
象
は
共
が
意
識
せ
る
一
意
志
の
あ

　
る
程
度
に
於
け
る
充
足
も
し
く
は
翠
煙
で
あ
る
、
其
の
充
足
も
し
く
は
禮
現
，
は
最
絡
の
竜
の
で
な

　
く
、
從
っ
て
国
勢
特
殊
卑
し
く
は
母
国
性
を
有
す
る
竜
の
で
な
く
、
未
だ
完
憂
な
る
限
定
を
得
ざ
る

　
相
甥
的
の
愚
僧
化
で
あ
る
、
意
志
を
離
れ
’
て
表
象
を
考
へ
る
乙
と
は
出
來
な
い
、
意
志
は
表
象
に
内

　
在
ぜ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
其
の
本
質
を
形
成
せ
る
竜
の
で
あ
る
、
意
志
充
足
の
一
・
階
段
、
乙
そ



　
表
象
の
眞
の
意
昧
で
あ
る
σ

　
　
目
δ
菩
巴
塁
乱
｝
ヨ
Φ
Φ
臨
昌
σ
Q
帥
寵
◎
毒
鎌
Φ
仲
Φ
毒
g
謡
§
』
江
。
・
8
薮
薦
Φ
尻
ρ
（
璽
。
。
。
。
心
ひ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
・
意
志
は
其
の
究
極
の
具
盤
化
を
要
求
し
、
豊
春
は
、
其
の
完
成
を
欣
求
し
て
居
る
、
併
も
現
實
な
る

　
表
象
其
の
竜
の
は
意
志
・
の
面
面
的
、
部
分
的
、
聴
獲
的
具
鹸
化
に
過
ぎ
な
い
が
控
め
に
常
に
表
象
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ガ
タ

　
措
向
す
べ
き
目
標
と
し
て
意
志
の
完
全
な
る
具
塩
化
の
相
を
掲
揚
し
な
け
れ
ば
な
ら
諏
、
斯
る
目

　
標
こ
そ
他
者
（
撰
①
含
9
即
ち
表
象
の
甥
象
で
あ
る
と
と
竜
に
實
在
に
他
な
ら
な
い
、
約
言
す
れ

　
ば
表
象
の
野
象
と
は
表
象
膚
ら
が
膿
現
せ
る
意
志
の
完
全
な
る
具
膣
化
で
あ
ク
、
意
味
の
最
終
限

　
定
で
あ
る
。
一
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
・
　
　
　
・
，
　
　
　
“

　
　
『
（
誤
Φ
。
§
冨
8
8
暮
Φ
暮
。
霞
δ
§
蟄
、
暮
霞
石
考
。
8
溶
岩
①
・
巳
気
。
び
軸
8
ざ
㎞
音
量
¢
冒
鼠
臼
霧
。
欝
Φ
お
二
路
①

　
β
o
富
・
日
ぼ
。
α
鉱
o
u
o
溢
導
Φ
o
簿
霞
爵
暮
凶
。
α
。
・
o
離
σ
q
寡
●
図
¢
っ
b
っ
㊤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
二
二
は
與
へ
ら
る
、
竜
の
に
あ
ら
ず
、
求
む
べ
き
も
の
で
あ
る
、
意
昧
帥
ち
意
志
な
き
と
ヒ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
へ

　
は
實
在
は
存
在
し
な
い
．
實
在
ば
意
味
其
の
蔦
の
、
完
成
の
相
に
罪
な
ら
糧
。
　
（
窪
窪
α
〉

　
　
意
志
の
絶
野
充
足
こ
そ
瀞
の
生
命
で
あ
ウ
、
絶
野
意
識
で
あ
る
、
最
深
最
奥
の
實
在
で
あ
る
。
此

団
の
ご
と
き
事
書
意
識
は
凡
ゆ
る
有
限
的
生
命
を
藁
菰
彼
等
に
猫
喬
の
勢
位
を
保
持
せ
し
め

鞭
駄
恥
に
、
み
ゑ
で
は
有
限
的
生
命
は
自
己
濁
自
の
導
管
を
把
握
し
つ
・
繕
封
生
命
に
饗
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
・
，
臥
榔
．
ス
の
「
意
昧
漏
’
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
一
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圏
二

鵬
　
を
得
る
、
凡
ゆ
る
有
限
的
表
象
は
其
が
相
鍬
的
断
片
的
暫
有
的
に
膿
現
せ
る
意
志
を
失
ふ
乙
と
な

一
　
く
絶
個
封
、
の
裡
に
統
一
せ
ら
れ
る
、
斯
る
意
味
の
絶
食
は
個
膿
を
呑
嘘
（
曽
び
蓉
き
）
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、

　
却
っ
て
安
住
の
地
を
興
ム
る
も
の
で
あ
る
、
か
く
て
努
力
、
蹉
跣
、
過
誤
、
制
限
、
之
等
を
具
有
す
る
有
限

　
的
意
識
は
依
然
と
も
て
絶
甥
意
識
の
裡
に
存
在
す
る
、
絶
無
と
翌
春
、
圃
と
多
と
の
關
係
は
全
く
有

　
機
的
で
あ
る
。
（
弓
・
食
8
掴
恥
罐
）

　
　
懐
疑
論
者
は
唯
経
験
的
意
識
に
現
前
せ
る
暫
存
的
の
竜
の
の
み
を
主
張
し
て
聯
的
生
命
、
絶
鋼

　
意
識
を
瓶
心
す
る
か
竜
知
れ
ぬ
。
併
し
彼
は
経
験
的
意
識
を
絶
灘
と
見
る
乙
と
に
於
て
既
に
絶

　
…
封
意
識
を
獲
諭
し
て
居
る
で
は
な
い
か
、
卜
し
飽
迄
経
験
的
意
識
の
暫
有
的
な
る
を
主
張
す
る
な

　
ら
ば
此
の
乙
と
が
隠
然
暫
有
的
以
外
の
あ
る
竜
の
を
豫
蓋
し
て
居
る
謹
左
で
あ
る
、
即
ち
自
家
撞

　
着
に
陥
る
か
も
し
く
は
暗
黙
の
裡
に
面
懸
意
識
の
實
在
を
・
豫
挿
す
る
こ
と
な
く
し
て
到
底
懐
疑

　
論
者
だ
ウ
得
な
い
。
　
（
即
◎
。
＄
一
。
。
謬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
前
蓮
せ
る
實
在
論
、
紳
秘
主
義
、
拝
に
批
到
的
主
理
主
義
に
野
，
し
表
象
瞠
系
の
全
意
味
を
完
成
せ

　
る
経
験
の
上
に
現
前
せ
し
む
る
竜
の
こ
そ
實
在
で
あ
る
と
主
張
す
る
立
揚
を
第
四
の
立
揚
と
稽

　
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
於
此
第
四
の
二
等
に
封
ず
る
犀
利
な
る
批
到
の
鋒
は
先
．
づ
其
の
標
示
す
る
意
味
帥
ち
意
志
の



　
考
察
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。

　
　
凡
そ
意
志
を
以
て
實
在
成
立
の
根
本
條
「
件
と
な
す
犬
合
意
志
を
ば
實
在
の
原
因
即
ち
齢
＄
串

　
巴
ぢ
Φ
窪
＄
暁
雨
Φ
昌
蔓
と
解
し
、
自
然
力
の
一
と
同
視
す
る
誤
謬
に
隔
う
易
い
、
併
し
原
因
或
は
自
然

　
力
と
謂
へ
ば
既
に
實
在
を
意
想
し
て
居
る
、
從
っ
て
其
が
撫
養
を
關
明
す
べ
き
原
理
と
な
る
≧
と

　
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
、
か
＼
る
概
念
は
形
而
上
學
的
と
謂
ん
よ
ウ
は
寧
ろ
宇
孫
孫
的
で
あ
る
、
之

　
を
要
す
る
に
第
四
の
立
方
に
於
け
る
意
志
は
心
理
學
的
の
竜
の
で
な
く
ま
控
生
成
的
の
意
味
に

　
於
て
實
在
成
立
の
條
件
と
な
る
竜
の
で
は
な
い
、
其
は
舌
面
論
理
的
の
意
昧
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

　
　
次
に
此
の
第
四
の
立
揚
と
毒
魚
論
、
紳
秘
主
義
、
批
霊
的
主
面
主
義
と
の
關
係
を
一
瞥
し
や
う
。

　
・
凡
そ
甥
象
と
表
象
と
は
全
然
同
嚇
な
る
竜
の
に
あ
ら
ず
し
て
勢
、
象
は
表
象
が
依
つ
葱
以
て
存

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
二
三
る
竜
の
，
で
あ
る
と
謂
ふ
意
識
が
あ
る
、
そ
こ
で
實
在
論
は
既
述
し
π
蓮
う

　
封
象
を
以
て
表
象
よ
り
二
言
猫
立
な
る
竜
の
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
茜
雲
が
表
象
に
及
す

　
一
種
の
梅
威
、
乱
落
的
態
度
を
抽
象
的
に
説
明
せ
ん
と
し
て
居
る
．
併
も
か
㌔
る
主
張
其
の
竜
の
＼

　
禿
め
に
薗
家
撞
着
に
隔
れ
る
こ
と
は
既
に
明
に
し
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
る
に
第
四
の
立
揚
よ

　
勇
す
る
。
時
は
實
在
冷
即
ち
言
誤
は
表
象
に
内
在
す
る
意
志
に
依
っ
て
求
あ
ら
れ
、
欣
求
ぜ
ち
る
べ
き

贈
竜
の
で
決
し
て
上
よ
り
與
へ
ら
る
べ
き
毛
の
で
は
な
い
、
共
の
間
係
は
外
的
で
な
く
し
て
内
的
で

　
　
　
　
　
物
イ
搾
の
「
窟
瞭
暫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
凱



　
　
　
　
　
鷺
墨
．
研
鍵
　
・
第
四
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
酔
　
四
騨

難
あ
る
、
併
竜
常
に
思
慕
精
進
の
目
標
と
し
て
表
象
は
不
断
に
甥
象
に
野
し
て
自
律
的
服
從
を
欲
す

エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
る
、
野
象
は
常
に
表
象
に
一
種
の
梅
里
を
持
し
て
臨
ん
で
居
る
（
囹
・
。
。
鵠
）
導
く
槻
る
之
と
に
依
っ
て

　
實
在
論
め
難
織
を
免
れ
つ
、
も
共
の
説
か
ん
と
せ
る
と
こ
ろ
を
逡
愚
な
く
説
明
し
得
る
。

　
　
憩
秘
主
義
は
實
在
を
直
接
自
爆
の
境
地
に
於
て
吾
自
ら
の
狸
に
、
求
め
か
と
す
乙
、
併
竜
同
時
に

　
有
限
的
表
象
の
贋
値
を
否
定
す
．
る
ε
に
よ
う
冤
る
べ
か
ら
ざ
る
難
關
に
逢
着
し
た
。
今
第
四
の

　
馬
銭
は
實
在
を
以
て
表
象
に
内
在
す
る
意
志
の
最
絡
の
禮
現
で
あ
る
と
見
倣
す
織
に
撃
て
其
は

　
吾
自
ら
の
裡
に
見
出
さ
る
べ
き
竜
の
で
あ
る
、
同
時
に
有
限
的
表
象
竜
縦
令
暫
有
的
轄
量
的
で
あ

　
つ
て
も
意
志
の
早
る
程
度
の
燈
現
た
る
織
に
於
て
其
の
猫
膚
の
債
値
と
意
味
と
を
認
容
す
る
が

　
故
に
、
紳
秘
主
義
の
難
周
を
突
破
す
る
こ
と
が
出
刃
る
。
（
男
・
c
ゆ
ま
）

　
　
最
後
に
批
病
的
主
理
主
義
は
實
在
を
以
て
表
象
の
普
遍
姜
當
性
と
同
繭
観
し
、
一
切
経
験
の
法

　
則
、
類
形
乃
至
形
式
等
と
同
一
に
見
倣
し
て
居
る
。
　
於
音
質
當
性
に
關
…
す
る
二
重
の
意
味
を
生
し
、

　
從
っ
て
同
時
に
相
異
れ
る
二
種
の
意
企
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
毅
破
目
と
な
う
、
此
に
矛
盾
に

　
階
つ
た
。
第
四
の
立
憲
は
實
在
を
以
て
表
象
に
歪
柱
性
を
賦
位
す
る
竜
の
と
見
る
こ
と
に
依
勇

　
批
興
的
主
理
圭
義
の
主
張
に
同
ず
る
竜
、
其
の
安
當
性
の
意
昧
に
於
て
大
に
異
る
。
　
此
は
意
志
の

　
最
絡
實
現
を
意
味
す
る
竜
の
な
る
が
’
故
に
決
し
て
軍
な
る
普
遍
、
形
式
等
と
は
趣
を
異
に
し
．
完
全



　
な
る
特
殊
性
を
具
し
、
具
禮
的
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
眞
に
毒
甚
δ
の
竜
の
で
あ
、
5
，
漫
渕
溌
お

　
生
命
で
な
け
れ
ば
な
ら
糧
、
カ
ン
ト
の
所
謂
息
α
q
讐
南
国
薮
嘗
琶
σ
q
の
．
慢
界
と
は
登
然
相
異
れ
る
竜

　
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
醐

　
　
衡
魂
の
ご
と
く
歯
型
に
關
す
る
第
四
の
見
解
は
如
上
三
個
の
見
解
の
綜
合
で
あ
る
と
と
も
に

　
壁
心
各
々
が
陥
れ
る
曲
流
を
巧
み
に
離
脱
し
、
得
る
見
解
と
謂
は
な
穿
れ
ば
な
ら
綴
。
　
然
る
に
此

　
熊
一
の
澗
題
が
隠
れ
て
居
る
、
卸
ち
現
實
の
経
燈
的
意
識
は
託
れ
生
れ
の
段
階
に
於
て
意
志
の
充

　
足
を
意
馬
も
一
相
撃
的
翼
下
を
把
握
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
如
何
に
し
て
誤
謬
の
存
在
を

　
認
容
す
る
こ
と
が
出
摩
る
か
、
此
は
不
可
解
と
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
か
。

　
　
第
四
の
均
整
に
よ
れ
ば
、
吾
人
の
有
限
的
、
暫
有
的
意
識
は
意
志
の
全
内
容
を
含
み
得
な
い
と
同

　
碍
逸
、
意
志
其
の
竜
の
の
開
聖
な
る
意
識
を
す
ら
饗
し
得
な
い
揚
合
が
あ
る
、
帥
ち
「
余
は
何
を
求
む

　
る
や
」
、
門
余
が
翼
に
意
志
す
る
と
竃
ろ
の
竜
の
は
何
か
』
等
の
問
題
に
封
し
て
往
々
誤
れ
る
解
答
を

　
施
す
．
此
に
誤
謬
の
可
能
な
る
所
以
が
存
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
誤
謬
の
生
起
す
る

　
原
因
は
、
意
志
實
現
の
過
程
に
於
て
斯
か
る
目
的
意
翻
を
充
」
分
に
意
識
せ
意
い
鮎
に
存
在
す
る
。

　
　
臼
富
鷲
鼻
。
な
巴
。
。
o
焉
8
0
楠
夢
0
9
巳
①
謹
。
ぴ
貯
駿
巳
8
0
0
嶺
。
δ
農
唇
ω
ρ
認
Φ
導
く
Φ
a
厚
Φ
薮
矯
隔
自
β
無
8
び
。
夢
Φ
貯
負
①
㏄
Φ
マ

姻
暑
善
：
§
曇
§
翼
夢
窪
窪
汐
臣
葺
婁
藝
g
（
拶
潰
Q
O
）

　
　
　
　
　
・
イ
ス
の
憲
蘇
阿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
馬



　
　
　
　
　
哲
　
　
學
　
　
研
　
　
究
　
　
　
第
濁
　
ナ
贈
一
工
　
曲
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊
六
　
・

m
　
　
意
志
實
現
め
不
噺
の
過
程
、
そ
乙
に
は
凄
み
懲
あ
れ
ば
忌
み
竜
あ
ら
う
、
悲
劇
の
種
々
な
る
相
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
へ

　
現
前
す
る
で
あ
ら
ら
、
併
も
其
れ
等
あ
る
が
故
に
≧
そ
意
志
は
盈
ち
意
味
は
建
に
鮮
明
な
る
姿
を

　
謡
う
、
熾
烈
な
る
憧
憬
の
炎
に
ま
か
れ
つ
、
有
限
的
意
識
に
上
づ
得
る
、
油
魚
は
か
く
て
無
限
の
過

　
程
に
於
て
歩
一
歩
完
成
の
域
に
近
づ
く
、
一
切
を
統
一
し
．
一
切
に
其
の
擦
慮
を
與
ふ
る
絶
甥
無
限

　
の
生
命
裡
に
悩
め
る
竜
の
、
悲
あ
る
竜
の
夫
れ
隔
れ
に
古
謡
の
位
置
を
保
有
し
つ
＼
聯
の
意
識
に

　
墾
し
て
居
る
。

四幽

　
以
上
質
イ
ス
の
思
想
を
概
説
し
、
實
在
は
畢
覧
意
志
寒
詣
の
完
全
な
る
充
足
に
他
な
ら
ず
と
す

る
彼
の
所
謂
實
在
に
關
す
る
第
四
の
見
解
を
救
落
し
π
。

　
實
在
成
立
の
根
本
條
件
と
し
て
意
味
を
禍
揚
せ
る
彼
に
取
り
て
知
識
過
程
は
や
が
て
執
意
過

、
程
に
異
な
ら
膿
、
宇
宙
の
根
本
的
構
成
は
目
，
的
論
的
、
意
識
的
で
あ
る
、
（
H
口
ψ
。
h
霧
謎
盛
Φ
旨
鼠
毒
Φ
μ
琶

。。

迢
ﾕ
酔
筆
Φ
o
隔
夢
Φ
毒
守
①
目
・
。
Φ
謎
＄
器
暮
Σ
ギ
び
。
鋳
酔
①
δ
o
δ
σ
q
8
巴
2
乙
8
塁
9
0
農
・
男
・
島
b
。
）
從
っ
て
表
象
の
能
働

的
方
面
を
高
調
し
、
理
論
的
作
用
を
實
践
的
作
用
に
濯
元
せ
ん
と
嵩
む
る
織
に
於
て
ウ
ィ
ン
デ
ル
バ

ン
ー
3
、
リ
ソ
ケ
ア
ト
等
の
論
理
主
義
と
契
合
す
る
と
こ
ろ
あ
勇
、
ジ
エ
B
ム
ス
の
、
實
用
主
義
と
吻
合
す



　
る
と
こ
ろ
も
あ
る
、
以
下
是
等
の
思
想
と
照
合
し
つ
㌧
批
劉
を
進
め
や
5
。

　
　
カ
ン
ト
は
心
々
的
内
容
を
時
間
塞
問
の
形
式
に
よ
ウ
て
統
一
せ
る
竜
の
を
経
験
的
直
観
（
Φ
準

　
賢
ぎ
冨
ぎ
ψ
。
夢
雪
お
）
或
は
知
奨
ぎ
巨
・
9
曲
言
σ
q
）
と
し
更
に
是
を
範
疇
落
性
の
形
式
）
に
依
っ
て
統

　
指
せ
る
竜
の
を
経
瞼
即
ち
認
識
と
し
て
居
る
、
良
し
て
範
疇
の
螢
む
統
M
作
用
の
根
抵
に
個
我
の

　
奥
深
く
貫
流
し
て
居
る
慮
畳
の
意
識
、
帥
ち
先
験
的
統
畳
竜
し
く
は
純
粋
統
畳
を
立
し
て
居
る
、

　
（
国
鳥
辞
図
馨
涛
9
Φ
＝
Φ
営
Φ
β
ノ
、
Φ
毒
§
津
ψ
這
同
）
邸
ち
カ
ン
ト
は
．
我
あ
裡
に
於
け
る
正
号
人
我
と
し
て
意

　
回
　
識
一
般
を
規
定
し
、
之
を
以
て
必
然
普
遍
委
思
惑
認
識
の
根
上
と
な
し
禿
。
　
、
　
，

　
　
。
ウ
・
ン
デ
ル
バ
ン
ー
3
は
認
識
可
能
の
根
櫨
を
規
範
意
識
（
属
。
琶
碁
。
姦
婁
ω
Φ
芭
に
置
き
、
哲
學
を
以

　
て
規
範
意
識
に
面
す
る
學
な
る
と
論
定
し
て
居
る
，
（
娼
層
2
3
一
彊
負
油
⑦
口
●
の
ρ
・
吟
α
）
併
し
規
範
を
以
て
他
の
総

　
て
の
精
…
紳
現
象
と
同
様
に
、
心
的
要
素
が
粗
野
然
必
然
的
（
夢
9
謬
。
薯
曾
錘
σ
q
）
合
法
剛
的
に
結
合
し
て
生

　
ぜ
る
無
数
の
結
合
形
式
の
裡
よ
ウ
翼
理
経
的
（
関
M
司
噴
①
O
園
．
山
Φ
尾
づ
N
蟄
｝
H
朝
げ
［
Φ
一
ぴ
）
志
し
く
は
d
霞
詞
く
皆
Φ
凶
最
毛
㌣

　
貯
冨
騨
に
依
っ
て
選
織
し
出
さ
れ
π
る
同
定
の
形
式
、
換
言
す
れ
ば
肖
然
法
の
種
々
な
る
現
は
れ

　
方
の
格
段
な
る
形
式
に
過
ぎ
な
い
竜
の
と
噺
じ
て
居
る
。
　
（
汐
弩
乙
凶
Φ
炉
H
H
o
Q
．
鳶
一
蕊
）
從
っ
て
か

　
か
る
意
昧
に
於
け
る
・
規
範
の
超
越
性
「
は
翼
理
意
志
を
有
す
6
限
り
如
何
な
る
綱
膿
的
二
親
に
竜

㎜
餐
當
な
ゑ
と
の
意
味
に
於
て
超
越
的
で
あ
る
。
然
る
に
リ
ッ
ケ
ア
ト
に
あ
り
て
は
其
の
O
Φ
σ
q
⑦
器
酔

　
　
　
　
　
n
イ
ス
の
「
慮
味
」
　
　
　
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
囁
　
『
　
圏
七



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　

第
四
十
三
號
　
　
　
　
　
・
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
二
四
八

童
蒙
・
勇
・
喜
艮
於
て
論
蓬
蓬
底
の
度
望
め
て
認
識
罷
の
根
婆
ば
最
南
の
主

　
観
帥
ち
意
識
一
般
を
竜
超
越
せ
る
當
爲
（
σ
Q
o
昌
曾
）
に
あ
ウ
と
な
し
、
カ
ン
ト
、
ウ
ィ
ン
デ
川
バ
ン
ド
に
存

　
せ
る
見
逃
し
難
き
心
理
學
的
因
子
の
混
在
を
排
表
し
誰
く
さ
う
と
し
て
居
る
。
更
に
「
認
識
論
の

　
二
途
し
（
N
蓄
陣
名
①
σ
q
Φ
釦
鴇
穿
二
言
琶
。
・
昏
8
密
）
に
於
て
は
曇
る
超
越
的
當
爲
は
名
寄
必
然
性
の
域
情
よ

　
り
見
出
さ
れ
た
る
竜
の
で
あ
る
と
な
し
、
今
純
粋
に
心
情
の
み
の
分
析
よ
ウ
威
情
以
上
の
或
る
竜

　
の
を
見
出
す
乙
と
は
不
可
能
で
あ
る
、
是
が
π
め
に
は
既
に
根
本
豫
想
と
し
て
認
識
の
超
越
的
甥

　
象
を
隠
約
の
裡
に
措
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
今
斯
る
超
越
的
野
象
莫
の
竜
の
を
直
接
に
論
究

　
し
、
圭
観
に
毫
も
關
干
す
る
こ
と
な
く
超
越
的
（
自
警
摩
弩
震
Φ
鼠
Φ
客
Φ
）
を
純
粋
に
把
握
す
る
竜
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
へ
　
ゆ
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ぬ
　
へ

　
先
験
論
理
學
で
あ
る
と
な
し
、
當
爲
の
如
き
は
内
在
的
意
味
に
過
ぎ
ず
し
て
翼
の
超
越
的
は
意
味

　
（
o
Q
言
口
）
も
し
く
は
領
値
（
類
。
邑
で
な
け
れ
ば
な
ら
諏
と
論
じ
て
居
る
、
從
っ
て
二
値
は
主
窺
と
は

　
全
然
没
交
渉
に
其
の
超
越
性
を
確
保
し
て
居
る
．
血
温
は
凡
ゆ
る
實
在
の
「
前
に
」
及
び
「
超
へ
て
』
存
し
、

　
實
在
は
唯
忍
駒
に
依
湿
し
て
の
み
始
め
て
可
能
と
な
る
、
併
し
な
が
ら
捻
る
論
結
に
毒
し
て
償
然

　
提
起
さ
る
べ
き
問
題
は
、
斯
く
主
槻
を
全
然
超
越
せ
る
贋
値
が
如
何
に
し
て
認
識
に
於
て
は
主
観

　
と
交
渉
し
得
る
に
到
る
か
、
約
言
す
れ
ば
認
識
に
於
け
る
主
観
と
便
値
と
の
結
合
問
題
で
あ
る
。

　
　
ジ
ヅ
ケ
鋼
｝
は
超
越
的
煮
る
認
識
の
野
饗
を
求
む
る
掩
あ
の
遍
程
と
し
て
主
観
の
意
義
を
認
識



　
論
議
如
何
に
限
定
す
べ
き
か
を
考
察
し
、
終
に
如
何
に
し
て
竜
意
識
内
容
と
な
勇
得
ざ
る
限
界
概

　
念
と
し
て
の
意
識
一
般
を
以
て
認
識
論
的
串
槻
と
な
し
π
。
併
も
他
面
か
＼
る
實
膣
な
き
限
界

　
概
念
と
し
て
の
主
観
を
ば
肯
定
叉
は
否
定
す
る
主
槻
曾
署
8
鼠
①
。
9
ぐ
Φ
琶
㊦
凶
昌
Φ
鼠
①
。
・
野
宴
ε
と
呼
び

　
或
は
専
断
意
識
U
般
と
輝
け
、
常
に
超
越
的
野
象
を
是
認
す
る
作
用
を
喬
し
得
る
も
の
と
な
し
、
或

　
は
下
主
概
の
概
念
は
客
観
の
昂
れ
を
離
れ
て
は
何
等
の
意
義
を
も
有
し
得
な
い
等
と
も
論
じ
て

　
居
る
、
今
輩
に
限
界
概
念
と
し
て
の
み
考
察
せ
ら
れ
π
認
識
論
的
主
観
が
如
何
に
し
て
か
、
る
具

　
鰹
的
活
躍
を
爲
す
か
を
読
明
す
る
芝
が
出
掌
る
か
、
換
言
す
れ
ば
如
何
に
し
て
か
＼
る
意
昧
の
圭

　
観
其
の
も
の
が
活
き
活
き
と
せ
る
薄
弱
の
構
成
に
墾
し
得
る
か
、
蓋
し
此
は
ソ
ッ
ケ
ア
ト
の
所
詮
に

　
野
し
て
必
然
的
に
提
起
ぜ
ら
る
べ
き
問
題
で
あ
る
、
此
の
際
攣
る
べ
き
唯
一
の
解
決
の
途
は
直
接

　
経
験
の
事
實
邸
ち
彼
の
，
所
謂
先
概
念
的
（
幽
器
く
。
筈
Φ
σ
q
弓
肇
凶
。
冨
）
な
る
統
一
其
の
竜
の
に
鞭
っ
て
ゆ

　
く
乙
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
先
手
念
的
の
世
界
と
は
取
翼
竜
直
さ
ず
主
観
客
観
の
別
を
繕
せ

　
る
境
地
、
帥
ち
主
観
と
客
観
と
が
合
一
融
合
せ
る
境
地
で
あ
る
、
從
っ
て
か
㌔
る
境
地
に
蹄
入
す
る

　
ヒ
と
に
よ
う
て
純
主
観
を
握
ウ
、
其
が
活
輝
々
地
活
動
的
の
も
の
な
る
こ
と
を
理
會
す
る
≧
と
が

　
出
來
る
、
只
か
＼
る
自
詮
的
統
一
の
醗
験
を
反
撃
す
る
刻
下
に
其
の
統
一
は
破
ら
れ
、
此
に
明
謹
威

㎜
情
（
穿
達
Φ
蕊
σ
q
Φ
漆
ぼ
）
遮
よ
つ
善
知
せ
ら
で
超
越
警
爲
及
び
是
を
是
認
す
る
主
響
の
二
者

　
　
　
　
　
魅
イ
ス
ゐ
「
憲
昧
」
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱗
九



　
　
　
　
　
哲
．
學
研
、
究
　
　
第
国
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
O

撮
に
分
か
た
れ
る
に
到
る
。
然
る
に
リ
ッ
ケ
ル
ト
は
か
く
の
如
き
七
号
せ
ら
れ
π
る
統
一
換
言
す
れ

一

　
ば
認
識
主
観
と
認
識
の
封
象
と
の
聯
立
境
よ
ウ
出
郷
し
て
以
て
爾
者
を
徹
底
的
に
考
究
し
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
絡
に
は
事
象
と
は
何
等
主
槻
に
關
係
を
有
せ
ざ
る
便
値
卑
し
く
は
意

　
し
　
へ
　
昧
と
な
り
，
勝
っ
て
新
る
封
象
に
野
饗
す
る
主
観
と
は
軍
に
限
界
概
念
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い

　
竜
の
と
な
る
に
到
つ
差
。
け
れ
ど
竜
今
若
し
根
源
的
に
是
を
観
る
な
ら
ば
其
の
實
、
主
観
は
具
艦

　
的
直
接
経
験
の
事
實
に
遅
い
て
居
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
活
き
活
き
と
せ
る
主
観
で
あ
り
、
働
き
つ

　
つ
あ
る
圭
観
で
あ
る
、
從
っ
て
主
槻
の
か
＼
る
本
質
的
原
本
的
性
質
は
如
何
程
抽
象
を
逞
し
く
し

　
分
析
を
徹
底
せ
し
め
て
竜
術
全
然
取
う
去
る
こ
と
が
揖
來
な
い
で
あ
ら
う
。
於
此
ソ
ッ
ケ
ル
ト
が

　
主
観
を
ば
．
軍
に
限
界
概
念
と
し
て
見
っ
㌦
竜
諾
々
に
實
膿
な
き
、
カ
な
き
竜
の
と
せ
ず
、
肯
定
否
定

　
の
作
用
を
醤
み
得
る
竜
の
と
見
倣
す
に
到
つ
π
仁
多
を
能
く
理
會
す
る
こ
と
が
出
來
る
と
思
ふ
、

　
即
ち
先
概
念
的
の
世
・
界
を
ぱ
暗
黙
の
間
に
共
の
認
識
論
に
移
入
し
、
其
の
豫
想
と
し
て
重
大
な
る

　
契
機
を
構
成
せ
し
め
て
居
る
竜
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
此
の
鮎
に
即
し
ロ
イ
ス
の
意
味
（
琶
⑦
琶
営
0
9
）
の
概
念
は
重
大
な
る
論
理
的
意
義
を
齎
す
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
へ

　
謬
る
、
帥
ち
彼
に
あ
φ
て
は
意
味
は
常
に
意
志
と
密
接
不
離
の
關
係
に
立
っ
て
居
る
、
意
昧
は
目
的
、

　
意
志
の
意
識
を
離
れ
て
は
存
在
し
得
な
い
、
此
は
常
に
意
志
作
用
に
内
在
し
て
居
る
、
從
っ
て
意
志



　
　
と
奮
蜘
と
の
蘭
係
は
全
然
丙
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
興
封
恥
部
ち
翼
竜
濁
自
の
相
に
於
て
現
は
れ

　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
　
カ
る
意
昧
は
認
識
主
観
に
勤
し
何
等
超
越
的
の
竜
の
で
ば
な
く
、
外
的
闘
係
に
立
つ
も
の
で
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
へ

　
唯
現
前
せ
る
意
志
充
足
の
よ
う
一
層
高
き
完
成
と
し
て
現
實
の
意
識
に
よ
ウ
欣
求
せ
ら
れ
、
掲
揚

　
せ
ら
れ
、
現
實
の
意
識
が
遽
成
す
べ
き
理
．
想
と
し
て
薗
律
冬
服
從
を
欲
す
る
も
の
で
あ
ウ
、
爾
者
の

　
關
要
町
轟
然
本
質
鮒
で
あ
る
。
要
す
る
に
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
三
豊
先
乗
論
理
學
に
於
て
、
全
然
莫
の
統

　
　
一
を
破
算
さ
れ
疫
る
主
概
と
野
象
と
は
P
イ
ス
に
よ
5
て
實
在
の
意
識
の
裡
に
統
一
ぜ
ら
れ
π

　
と
見
る
・
之
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

　
　
斯
く
て
リ
ワ
ケ
ル
ト
が
意
昧
或
は
贋
値
を
全
然
主
観
に
超
越
的
な
る
も
の
と
断
ず
る
こ
と
に
よ

　
つ
て
逢
着
せ
る
額
田
を
ば
回
避
し
得
る
ご
と
く
思
は
れ
る
。
併
し
問
題
は
猶
残
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
へ

　
　
前
に
読
い
だ
如
く
彼
に
あ
り
て
は
意
昧
は
意
志
に
内
在
し
て
居
る
と
同
時
に
意
志
の
指
向
す

　
べ
き
謁
象
と
し
て
意
志
に
野
立
し
て
居
る
、
彼
が
切
言
せ
る
如
く
此
の
揚
合
意
志
は
決
し
て
實
在

　
の
原
因
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
ご
と
き
竜
の
で
獄
い
、
原
因
な
る
概
念
は
形
而
上
學
の
問
題
に
あ
ら

　
ず
し
て
宇
宙
論
の
問
．
題
で
あ
る
、
從
っ
て
叉
決
し
て
心
理
學
的
の
竜
の
で
も
な
い
．
此
に
所
謂
意
志

　
は
凡
ゆ
る
實
在
成
立
の
根
本
條
件
と
し
て
の
意
志
で
あ
る
。

筋
併
し
意
志
は
常
に
動
的
の
も
の
で
あ
る
面
ち
其
に
内
在
す
る
認
を
限
定
し
ゆ
遺
の
で
あ

　
　
　
　
　
、
・
イ
ス
め
懸
毬
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
蔓
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暫
學
研
究
　
三
三
ナ
欝
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
、
　
　
　
箕
ニ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ゆ

る
、
而
し
七
此
の
意
味
の
相
野
的
限
定
乙
そ
暫
有
醗
有
限
的
な
る
現
實
の
経
験
に
他
な
ら
ず
と
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

る
な
ら
ば
此
に
読
く
意
昧
の
限
定
と
は
如
何
。
彼
に
從
へ
ば
凡
そ
限
定
と
云
ム
概
念
は
二
つ
の

面
を
有
す
る
、
帥
ち
純
粋
な
ら
ん
が
π
め
に
難
物
を
排
噛
す
る
一
面
と
他
面
含
棲
る
べ
き
総
べ
て

あ
竜
の
を
漏
れ
な
く
包
容
す
る
こ
と
で
あ
る
、
排
彊
と
包
容
と
で
あ
る
、
而
し
て
斯
る
二
面
が
完
全

に
禮
現
せ
ら
れ
泥
と
．
之
う
に
濁
一
無
二
な
る
特
殊
性
（
営
象
註
含
心
惑
）
が
現
れ
、
青
れ
や
が
て
實
在
に

他
な
ら
な
い
、
實
在
は
決
し
て
類
型
若
く
は
形
式
で
は
な
い
。
新
く
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼

は
飽
迄
カ
ン
ト
の
彦
α
α
q
ま
冨
難
聴
ぽ
琶
σ
9
を
實
在
と
す
る
批
剣
的
主
理
心
霊
に
反
抗
し
て
居
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
へ

と
は
彼
の
愚
想
を
略
述
し
た
際
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
、
從
っ
て
彼
に
よ
れ
ば
意
味
の
相
封
的

限
定
泥
る
経
験
竜
亦
相
野
的
特
殊
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
。

　
斯
…
く
意
志
を
限
定
作
用
と
見
る
と
き
必
然
的
に
作
用
せ
ら
る
、
竜
の
を
懸
想
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
臓
、
此
に
該
作
用
の
行
は
る
べ
き
資
料
如
何
と
い
ム
問
題
が
起
る
。
彼
に
依
れ
ば
其
は
意
味
の

一
霞
低
度
に
あ
る
充
足
、
意
志
作
用
の
一
幕
低
度
に
あ
る
限
定
、
換
言
す
れ
ば
一
曹
滞
在
よ
う
還
か

れ
る
表
象
で
あ
る
。
今
，
此
の
關
係
を
下
に
推
進
せ
し
め
て
終
に
其
の
極
限
に
達
す
る
こ
と
が
出

護
る
、
併
し
此
・
は
表
象
作
用
帥
ち
思
考
に
取
っ
て
は
限
界
概
念
で
あ
る
、
此
の
境
地
は
表
象
未
分
の

域
、
思
惟
未
動
の
境
で
あ
る
ゆ



　
　
今
表
象
に
内
在
す
る
離
よ
畠
登
し
て
實
在
を
読
明
せ
ん
と
せ
る
彼
に
取
り
て
は
實
在
の

　
構
・
成
は
全
然
・
昌
的
論
的
（
沖
巴
①
9
0
σ
Ω
8
昌
昌
意
識
的
（
8
器
9
0
彦
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
臓
、
併
し
表
象
嬰
象

　
の
相
灘
的
統
一
を
設
く
彼
は
雀
型
勤
的
統
一
．
で
あ
る
根
源
に
蹄
っ
て
始
め
て
其
の
全
燈
系
に
意

　
義
を
獲
煙
る
こ
と
が
出
來
な
・
い
か
、
實
在
を
微
底
的
に
論
述
せ
ん
尤
め
に
は
其
の
根
源
の
問
題
は

　
重
要
な
る
部
門
π
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
、
帥
ち
彼
に
あ
り
て
竜
常
に
前
述
の
ご
と
き
褒
象

　
勤
象
未
分
の
域
に
購
入
す
る
こ
と
に
依
っ
て
盆
々
實
在
の
豊
富
を
解
き
得
る
竜
の
で
は
な
か
ら
．

　
う
か
。
聴
く
認
へ
ば
彼
は
下
の
ご
と
く
に
駁
撃
す
る
か
竜
知
れ
な
い
、
帥
ち
實
在
を
論
ず
る
に
當

　
ゑ
て
は
輝
く
懐
で
種
々
の
假
早
舞
想
を
排
斥
し
鷹
直
接
自
謹
な
る
犯
し
難
き
経
験
的
事
實
よ
ウ

　
し
て
の
み
出
薮
し
て
始
め
て
徹
底
す
る
こ
と
が
翌
冬
る
、
然
る
に
吾
人
の
直
接
意
識
は
唯
甥
象
と

　
表
象
と
の
相
舞
的
統
一
を
敷
ゆ
る
の
み
で
あ
る
、
経
験
論
者
と
し
て
飽
く
迄
経
験
に
忠
實
な
る
限

　
ム
余
は
一
切
の
他
の
言
読
に
耳
を
蔽
は
ざ
る
を
得
ず
と
。
　
斯
く
の
如
き
用
意
は
蓋
し
實
在
を
微

　
底
帥
に
論
究
せ
ん
と
す
る
も
の
㌧
避
く
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
併
し
彼
は
経
験
其
の
も
の

　
の
意
義
を
充
分
に
把
握
し
て
居
π
で
あ
ら
5
か
、
ジ
ェ
茎
ム
ス
が
其
の
「
根
本
的
経
験
論
」
（
鐸
曾
巳
寧
ギ

　
唱
三
塁
彦
）
に
於
て
或
は
り
．
ケ
〃
｝
が
「
認
識
の
野
象
」
に
予
て
論
ぜ
る
ご
と
く
経
験
論
が
依
っ
て
竜

鱒
っ
て
出
難
と
な
し
袈
慧
乏
な
し
意
識
の
直
接
妻
と
す
誓
事
の
竜
の
が
其
の
實
決

　
　
　
　
　
◎
躍
ス
の
「
窟
『
映
篇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉱
巴



　
　
　
　
　
哲
，
學
砕
究
、
．
策
四
三
三
三
　
　
“
　
　
い
、
　
　
　
　
・
　
　
喬

囎、

ｵ
て
直
接
的
で
な
く
却
っ
て
間
接
的
で
あ
互
加
工
せ
ら
れ
・
た
竜
の
で
あ
る
開
合
が
多
い
、
眞
に
直

巴

　
接
肖
謹
の
経
験
の
事
實
と
は
ジ
エ
輩
ム
ス
が
謂
つ
π
ご
と
き
純
粋
経
駿
即
ち
主
観
竜
な
く
叉
客

　
観
竜
な
く
唯
あ
る
竜
の
と
て
は
名
状
し
難
き
活
動
盛
れ
自
身
で
あ
う
、
．
昏
慈
δ
夢
客
の
み
で
あ
る

　
搬
態
、
併
竜
其
の
申
に
主
槻
客
観
、
能
知
所
知
が
潜
在
的
に
包
離
せ
ら
れ
認
識
の
自
暴
的
，
顯
現
を
包

　
醸
し
て
居
る
歌
態
で
は
な
か
ら
う
か
。
　
（
貯
墓
。
。
植
寡
・
。
学
監
養
幽
§
一
豊
℃
三
。
四
脚
：
娼
』
。
。
）
於
此
ジ
ッ
ケ
ア

　
ト
に
取
っ
て
不
可
避
の
隠
家
だ
る
自
器
ぐ
。
き
Φ
σ
Q
凱
魯
三
δ
は
ロ
イ
ス
の
無
量
に
於
て
竜
重
大
な
る
意

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
義
を
齎
さ
な
い
か
、
意
味
の
内
在
を
説
き
て
り
．
ケ
ル
ト
の
意
昧
に
入
格
的
血
脈
を
賦
奥
し
得
だ
る

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

　
ロ
イ
ス
も
意
味
を
論
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
未
だ
實
在
の
本
源
（
d
審
窟
影
σ
Q
）
を
明
に
し
な
い
怨
が
あ

　
る
。

四

’
ウ
ィ
ン
デ
γ
メ
ン
ド
に
あ
ム
て
は
眞
理
意
志
な
き
者
は
哲
學
に
取
・
9
て
無
縁
の
衆
生
に
過
ぎ
な

い
、
是
と
等
し
く
ロ
イ
ス
に
あ
ム
て
竜
目
的
論
的
に
實
在
を
説
く
黙
よ
り
し
て
意
志
が
決
定
的
契

機
で
あ
る
こ
と
は
智
に
縷
述
し
鬼
露
で
あ
る
、
此
の
織
に
於
て
實
用
主
義
と
竜
密
接
な
る
蓮
關
を

有
し
て
居
る
と
謂
は
ね
ば
な
ら
訟
、
以
下
概
賂
其
の
識
を
考
察
せ
5
、
採
用
主
義
と
い
ふ
も
此
に
は



　
專
ら
ジ
晶
す
ム
ス
の
賠
影
α
q
暴
落
冨
に
よ
る
こ
と
を
断
っ
て
置
く
。

　
　
彼
の
根
本
的
経
験
論
の
，
必
然
の
結
論
と
し
て
凡
ゆ
る
實
在
は
総
べ
て
脚
半
的
で
あ
う
、
超
駿
的

　
の
竜
の
は
到
底
承
認
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
る
、
從
っ
て
患
惟
作
用
堅
陣
馴
れ
肖
ら
に
濁
存
す

　
る
（
琶
。
。
凶
魯
Φ
図
翼
憂
色
山
Φ
）
何
等
か
の
秩
序
共
の
竜
の
を
議
見
す
る
と
謂
ふ
意
味
は
毫
並
存
し
な
い
、

　
輝
線
所
知
と
竜
に
内
在
的
で
あ
う
、
表
象
叉
は
概
念
の
指
示
す
べ
き
實
在
は
決
し
て
超
越
的
で
な

　
い
、
兵
理
の
本
質
的
要
素
は
奉
隆
胤
ロ
σ
q
鷺
0
8
塁
＄
で
あ
う
、
其
の
標
準
は
現
實
の
人
間
生
活
に
有
要
な

　
る
織
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
滋
之
と
＼
な
つ
π
。
（
夕
影
σ
q
営
9
薮
β
馬
』
忌
）
併
し
是
が
齢
し
て
翼
理

　
論
に
關
す
る
最
後
の
言
葉
で
あ
ら
う
か
。
凡
そ
有
要
と
い
ふ
概
念
は
要
求
實
現
の
可
能
を
示
す

　
竜
の
で
あ
る
、
從
っ
て
此
な
同
時
に
要
求
の
概
念
を
俘
っ
て
居
る
、
而
し
て
ジ
ェ
E
ム
ス
は
之
を
心
理

　
野
薄
の
も
の
に
解
し
て
居
る
、
例
ば
個
入
に
秘
し
て
、
も
し
く
は
個
人
の
集
團
た
る
國
興
奮
會
竜
し

　
く
は
入
類
の
生
活
に
饗
し
て
有
要
と
い
ム
が
如
き
で
あ
る
、
而
し
て
眞
理
に
封
し
て
本
務
の
威
や

　
畏
敬
の
念
を
抱
く
は
か
く
要
理
が
有
要
な
る
が
控
あ
で
あ
る
と
論
じ
て
居
る
。
（
蜀
・
ト
っ
。
。
b
診
）

　
　
併
し
此
は
ジ
ッ
ケ
ル
ト
が
痛
論
し
て
居
る
ご
と
く
多
く
の
人
々
の
翼
理
に
野
し
て
有
す
る
關
係

　
と
翼
理
其
の
竜
の
と
を
混
同
す
る
こ
と
か
ら
起
っ
て
居
る
謬
見
で
あ
る
、
吾
人
が
翼
理
の
前
に
脆

遡．

ｿ
す
る
竺
切
の
有
要
威
を
離
れ
て
絶
鋤
的
な
る
膚
律
的
拳
螺
を
強
迫
せ
ら
る
・
が
故
に
服
從

　
　
　
　
　
、
［
撹
4
ス
の
「
意
味
遍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臣
　
　
証
置



　
　
　
　
　
掛
學
研
究
・
歩
饅
三
三
號
　
　
　
、
　
、
，
　
　
　
　
　
鷲
六
い
、

着
す
る
竜
の
で
あ
る
、
手
段
と
し
て
の
眞
理
を
畏
敬
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
翼
壁
其
の
も
の
を
目
的
と

一　
し
て
畏
敬
す
る
の
で
あ
る
、
實
用
主
義
の
志
望
よ
多
し
て
は
此
の
黙
を
設
明
す
る
こ
と
は
到
底
撮

　
來
な
い
。

　
　
實
用
主
義
は
翼
理
の
動
的
に
し
て
相
野
門
主
親
告
で
あ
る
乙
と
を
主
張
し
て
居
る
、
勿
論
前
時

　
代
に
於
て
翼
理
と
せ
ら
れ
だ
こ
と
が
後
代
學
問
の
進
歩
や
経
験
の
特
大
に
つ
れ
て
改
修
せ
ら
る

　
る
ご
と
き
事
實
の
存
在
す
る
は
否
み
が
カ
い
、
斯
る
黙
に
於
て
眞
理
は
飽
く
迄
動
的
で
あ
り
駿
展

　
的
で
あ
る
、
併
し
其
の
故
を
以
て
直
に
翼
理
其
の
竜
の
を
相
野
的
と
す
る
こ
と
は
断
じ
で
不
可
で

　
あ
る
、
冊
封
論
は
こ
れ
を
徹
底
す
る
と
き
自
殺
に
絡
る
竜
の
で
あ
る
、
か
、
る
論
者
は
翼
理
の
外
面

　
を
魏
て
直
に
其
の
内
面
に
も
言
及
し
か
竜
の
で
あ
る
、
假
令
具
謹
理
事
實
と
し
て
の
翼
理
其
の
も

　
の
は
相
甥
的
轄
憂
的
で
あ
る
に
し
て
竜
其
の
内
面
的
必
然
性
を
考
察
す
る
と
き
眞
理
は
縄
野
性

　
と
普
遍
蛋
母
性
と
を
要
求
し
て
居
る
乙
と
を
知
る
、
恰
込
個
々
の
具
膿
学
事
實
と
し
て
外
面
に
表

　
は
れ
た
る
道
徳
法
其
の
竜
の
は
聴
鍵
的
で
あ
み
相
懸
的
で
あ
っ
て
も
道
徳
法
の
内
面
に
潜
ん
で

　
其
の
基
礎
と
な
蚤
、
本
質
と
な
っ
て
居
る
．
道
徳
性
は
維
甥
的
で
あ
う
普
遍
姜
當
的
で
あ
る
と
等
し

　
く
、
具
膿
的
事
實
と
し
て
の
翼
理
は
相
翌
的
で
あ
る
竜
眞
理
贋
値
は
絶
甥
的
で
あ
ウ
、
普
遍
姜
當
的

　
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
糎
。
翼
理
の
相
甥
性
を
主
張
す
る
㎏
量
α
q
募
駐
彰
は
斯
る
翼
理
償
値
の
繕
野
的



　
に
委
當
な
る
こ
と
を
黙
認
し
つ
、
敢
て
閑
却
せ
’
う
と
努
め
て
居
る
竜
の
で
あ
る
、
蓋
し
何
等
か
を

　
圭
張
せ
ん
と
す
る
人
は
既
に
翼
理
の
絶
野
性
を
豫
心
し
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
．
微
底
的

　
相
野
論
は
自
殺
に
絡
る
他
な
い
か
ら
で
あ
6
。

　
　
實
用
主
義
は
眞
理
其
の
も
の
を
入
問
の
實
生
活
と
密
接
な
る
關
係
に
持
ち
塗
し
π
と
い
ふ
長

　
所
を
備
へ
て
居
る
が
其
所
謂
生
活
と
は
果
し
て
如
何
な
る
意
味
で
あ
る
か
q
今
生
活
の
意
昧
を

　
究
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
夏
用
主
義
の
不
徹
底
黙
を
指
示
す
る
こ
と
が
出
家
る
。
先
づ
生
活
を

　
精
淋
生
活
（
。
・
唱
古
言
』
霞
⑦
）
の
意
味
に
取
る
、
精
勤
生
活
と
は
理
想
を
追
求
す
る
生
活
で
あ
る
、
現
實
と

　
理
想
と
の
闘
箏
の
生
活
で
あ
る
、
医
し
て
か
＼
る
生
活
を
指
導
し
て
ゆ
く
理
想
と
は
翼
善
美
の
謂

　
で
あ
る
、
然
る
蒔
は
眞
理
と
は
か
㌧
る
理
想
生
活
と
交
渉
を
有
す
る
竜
の
、
換
言
す
れ
ば
翼
理
は
眞

　
理
と
交
渉
關
係
を
有
し
，
即
ち
眞
理
の
痛
め
の
眞
理
と
な
う
、
専
用
主
義
本
來
の
思
想
と
相
抵
鰯
す

　
る
に
到
る
。
然
ら
ば
生
活
の
意
義
を
物
質
生
活
（
ぴ
a
ξ
葎
Φ
）
あ
意
と
す
る
な
ら
ば
如
何
、
物
質
生

　
活
の
鑛
大
は
決
し
て
人
聞
の
生
活
を
蟹
食
す
る
乙
と
と
同
一
で
あ
る
と
謂
へ
な
い
、
ス
ペ
ン
ず
露

　
に
依
れ
ば
物
貿
生
活
の
獲
大
と
は
生
活
の
訂
Φ
鶏
夢
と
δ
謁
跨
ど
の
湘
南
を
意
味
す
る
竜
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
る
が
吾
人
は
更
に
負
Φ
営
げ
の
蟹
大
を
要
求
し
て
居
る
、
併
竜
前
二
者
に
．
比
し
て
よ
う
一
壷
本
質
的

㎜
の
要
素
を
な
し
て
居
ζ
な
し
て
始
め
七
人
問
の
生
活
が
婆
せ
ら
れ
て
行
K
の
で
あ
灸
然
る

　
　
　
　
、
・
イ
ス
の
羅
藝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
治



　
　
　
　
哲
　
墨
マ
，
研
．
究
　
　
燧
σ
鰯
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　
五
八

搬
に
前
の
ご
と
く
解
決
ぜ
ら
れ
た
翼
理
は
か
、
る
生
活
の
深
さ
を
接
幽
す
る
事
に
甥
し
て
意
味
を

1
　
有
し
な
い
、
實
用
圭
義
の
翼
理
は
從
9
て
人
間
生
活
其
の
竜
の
に
有
要
で
あ
惹
と
謂
へ
な
く
な
る

　
で
は
な
い
か
。

　
　
之
を
要
す
る
に
實
用
主
義
の
翼
理
槻
の
基
礎
を
翻
し
て
居
る
要
求
の
概
念
は
全
然
心
理
學
的

　
で
あ
る
、
即
ち
個
人
的
（
営
象
く
峯
離
巴
）
遷
し
く
は
戯
會
的
（
の
O
Q
三
）
要
求
で
あ
る
。
今
ロ
イ
ス
は
有
限
的

　
意
識
に
現
前
す
る
個
人
意
志
に
耕
し
て
帥
の
意
志
、
絶
野
意
志
饗
し
く
は
淋
的
意
志
を
立
し
て
居

　
る
、
個
人
意
志
は
紳
的
意
志
の
一
時
的
顯
現
に
他
な
ら
な
い
、
（
や
＆
ど
從
っ
て
相
謝
的
特
殊
相
を
具

　
し
て
居
る
、
彼
等
は
自
個
破
滅
に
終
る
乙
と
な
く
其
の
特
殊
牲
濁
自
性
を
保
有
し
つ
㌧
紳
的
意
志

　
に
統
一
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
紳
的
意
志
は
是
等
多
数
の
個
入
意
志
に
よ
参
て
始
め
て
其
猫
自
性

　
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
出
る
、
恰
竜
シ
エ
實
ク
ス
ピ
『
ア
の
愚
意
申
の
入
物
が
各
肖
其
個
性
を
具
し

　
つ
＼
一
シ
エ
塗
ク
ス
ビ
ー
ア
に
統
一
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
シ
エ
書
ク
ス
ビ
E
ア
の
個
性
は
却
っ
て
是

　
等
の
描
出
さ
れ
尤
る
人
物
に
よ
ウ
て
始
あ
て
濃
渕
禿
る
と
同
様
で
あ
る
。
斯
く
の
ご
と
く
彼
は

　
紳
的
意
志
を
早
し
而
し
て
是
を
人
聞
の
意
志
目
的
よ
ら
高
次
的
の
も
の
と
見
倣
す
乙
と
に
よ
つ

　
て
實
用
主
義
寮
陥
れ
る
前
掲
の
諸
捨
金
を
離
脱
し
得
る
や
う
に
見
え
る
。
併
し
此
に
彼
の
思
想

　
に
於
け
る
丸
写
が
駿
見
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
今
彼
が
絶
甥
意
志
を
幽
す
る
に
到
っ
π
思
索



　
の
過
程
を
考
察
し
て
見
や
う
。
自
ら
経
験
論
者
－
假
令
経
験
の
意
味
が
ジ
エ
婁
ム
ス
や
ベ
ル
グ

　
ソ
ン
の
如
く
徹
底
的
で
な
い
に
し
て
も
一
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
て
居
る
彼
は
、
自
己
の
経
瞼

　
の
事
實
を
考
察
す
る
事
に
よ
り
て
其
の
諸
事
叢
雲
に
統
一
の
嚴
存
す
る
こ
と
を
知
る
、
彼
の
意
志

　
と
他
の
篠
入
の
意
志
と
の
相
互
閻
に
於
け
る
不
可
徹
入
を
威
ず
る
、
今
自
己
の
経
験
事
質
問
に
於

　
け
る
統
一
の
意
識
を
蟹
愛
し
て
是
を
町
着
の
個
人
的
意
志
問
の
事
歴
に
及
し
、
更
に
宇
宙
全
膣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
獲
充
し
て
此
に
二
野
意
志
の
概
念
を
獲
寒
つ
π
竜
の
㌦
如
く
に
解
せ
ら
る
、
盈
ち
共
の
忽
索
は
類

　
へ
　
推
に
基
い
て
居
る
、
併
竜
か
く
し
て
立
せ
ら
れ
禿
．
る
三
雲
意
志
と
個
人
意
志
と
の
關
係
を
論
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
に
“
當
っ
て
は
飽
迄
論
理
的
で
あ
る
、
唯
一
意
味
の
無
限
の
機
展
あ
る
の
み
乏
な
・
り
、
彼
に
取
っ
て
世

　
界
の
統
一
は
○
β
Φ
油
糟
一
昌
σ
q
と
営
壱
越
酔
ぼ
⇔
撃
と
の
桜
町
で
な
く
、
全
然
意
識
の
統
一
で
あ
る
、
（
目
δ
躊
巳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
へ

　
O
協
停
Φ
累
O
』
羅
綾
嘗
Φ
諺
騨
網
O
h
8
霧
鼠
O
基
器
。
・
。
・
・
即
蕊
⑪
）
甲
賀
堆
唱
意
昧
即
ち
紳
的
意
志
よ
蚤
出
登
せ
ん

　
と
す
る
な
ら
ば
個
人
的
意
志
の
ご
と
き
其
の
罪
な
る
一
様
相
と
し
・
て
混
生
的
の
竜
の
で
あ
る
、
今

　
写
し
直
接
経
験
の
事
實
と
し
て
の
個
人
的
意
識
か
ら
實
在
の
成
立
を
論
ぜ
ん
と
す
る
な
ら
ば
其

　
の
到
底
不
可
能
な
る
は
個
人
意
識
と
い
ふ
が
ご
と
き
竜
の
が
果
し
て
直
接
意
識
の
事
實
な
る
や

　
否
や
を
考
察
す
る
ヒ
と
に
よ
っ
て
明
瞭
に
な
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に
警
に
蓮
べ
禿
如
く
彼
の
患

脚
索
が
顛
推
の
上
に
立
9
て
る
る
が
故
で
あ
る
か
爾
者
の
匠
別
徹
旗
的
孜
ら
ず
其
混
同
を
敢
て
し

　
　
　
　
　
．
覧
小
ご
ス
φ
「
翠
巷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕊
錫
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、
費
學
研
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F
鎮
鱗
，
＋
鷲
樋
舞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
。

て
居
る
や
う
に
見
え
る
。
殊
に
其
の
顯
著
な
る
事
例
を
誤
謬
の
国
家
に
關
す
る
髪
際
中
に
見
出

す
こ
と
が
出
昇
る
。
既
述
の
如
く
彼
に
よ
れ
ば
誤
謬
の
生
起
す
る
原
因
は
御
意
的
過
程
の
申
途

に
於
て
目
的
の
意
識
が
明
確
な
ら
ぎ
る
に
あ
ウ
と
し
て
居
る
、
於
此
問
題
と
な
る
は
ア
リ
ォ
ッ
タ
も

論
じ
て
居
る
ご
・
と
く
斯
る
目
的
の
明
確
な
る
意
識
な
く
し
て
如
何
に
し
て
聖
意
的
過
程
が
存
し

・
得
る
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
意
志
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
し
て
慮
志
す
る
ご
と
き
こ
と
が
有
り

得
る
で
あ
ら
う
か
、
自
分
の
眞
の
蓮
華
を
知
ら
ざ
る
表
象
に
取
づ
て
か
＼
る
意
味
が
内
在
す
る
で

あ
ら
う
か
、
寧
ろ
個
人
の
有
す
る
表
象
が
指
向
す
べ
き
意
味
は
決
し
て
個
人
的
意
志
に
依
慧
す
る

も
の
で
な
く
高
次
的
な
る
絶
封
意
志
に
内
在
す
る
も
の
で
な
か
ら
う
か
。
認
識
作
用
は
輩
な
る

個
人
の
画
意
作
用
と
本
質
的
に
峻
別
さ
る
べ
き
或
る
竜
の
を
有
し
て
居
な
い
だ
ら
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
、
九
、
五
）


